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令和５年中の救急出動
件数等（速報値）

救急企画室

消防の動き ’２４年 ６月号

※速報値としての公表であり、精査の結果、数値を修正

する可能性があります。

※本資料のうち、令和４年以前の数値は確定値となりま

す。

令和５年中の救急自動車による救急出動件数は763万

7,967件（対前年比40万8,395件増、5.6％増）、搬送人員

は663万9,959人（対前年比42万2,676人増、6.8％増）で

救急出動件数、搬送人員ともに増加した（図１、表２参

照）。

1. 救急出動件数と搬送人員の推移

令和５年中の救急自動車による搬送人員の内訳を事故

種別ごとにみると、急病が449万7,224人（67.7％）、一

般負傷が105万7,654人（15.9％）、交通事故が36万505

人（5.4％）などとなっており、前年と比較すると、構

成比に大きな変化はないが、長期的には急病の割合は増

加し、交通事故の割合は減少している（表３、図４参

照）。

2. 事故種別の搬送人員

令和５年中の救急自動車による搬送人員の内訳を年齢

区分別にみると、高齢者が409万2,759人（61.6％）、成

人が196万8,512人（29.6％）、乳幼児が33万5,996人

（5.1％）などとなっており、前年と比較すると、構成

比では乳幼児と少年が増加している（表５参照）。

また、長期的には、これまでと同様、高齢者の割合は

増加し、成人の割合は減少している（図６参照）。

3. 年齢区分別の搬送人員
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令和５年中の救急自動車による搬送人員の内訳を傷病

程度別にみると、軽症（外来診療）が321万4,831人

（ 48.4 ％）、中等症（入院診療）が 285 万 1,385 人

（42.9％）、重症（長期入院）が47万8,740人（7.2％）

などとなっており、前年と比較すると、構成比では軽症

が増加している（表７参照）。

また、長期的には、これまでと同様、中等症（入院診

療）の割合は増加し、軽症（外来診療）の割合は減少し

ている（図８参照）。

4. 傷病程度別の搬送人員

令和５年中の救急出動件数、搬送人員ともに対前年比

で増加するとともに、集計開始以来、最多となった。

消防庁としては、このような救急需要の増大の中でも、

適切に救急搬送に対応できるよう、①住民が急な病気等

の際に、救急車を呼ぶべきか相談できる救急安心セン

ター事業「♯7119」の普及や、②全国版救急受診アプリ

「Ｑ助」の活用などの取組を推進してまいりたい。

※過去の救急出動件数等に関するデータは、下記に掲載

していますので、御活用ください。

・救急・救助の現況

   (URL : https://www.fdma.go.jp/publication/#rescue)

5. まとめ
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